










clomiphene 等に反応しない難治性の無排卵性不妊症 12 例に対して,hMG-hCG による排卵誘

発法を19周期施行し,治療中の血中estradiol(E2)濃度を可及的連続測定するとともに(図

1)卵胞成熟の徴候が現われてから可及的頻回に超音波断層法,(UST）による卵巣の大きさ,

卵胞数とそれらの大きさの観察を行なった。19周期中 3周期は排卵誘発不成功に終り(第 1

群),12 周期で排卵誘発に成功し,内診による卵巣腫大も認めなかった(第Ⅱ群)が 4 周期に

おいて鷲卵大以上の卵巣腫大を来した(第Ⅲ群)。第 1群の血中 E2 値は 50～300Pg/ml の間

を変動し,hMG 投与量に比例して増加したのは 1例のみであった。卵巣の大きさは 3x2 ㎝以

下に留まり,E2 が 300Pg/ml に上昇した 1例のみに 3x2.8 ㎝の卵胞が 1個認められた。第Ⅱ

群のE2値はすべてhMG投与量が増すに従って上昇し,hCG切替えの時点で483～2,820Pg/ml,

平均 1,390Pg/ml の値を示した。E2 値が 1,000Pg/ml以上の値を示した例で UST 検査を施行

したものはすべて5x4x3㎝程度の軽度の卵巣腫大と,左右合せて5個以上の発育卵胞を認め

た。卵胞の大きさは一様でなく 10 ㎜経,10～20㎜経のものが多く,その中に 25 ㎜経の成熟

卵胞が 1個あるいは複数存在するものもあった。 


